
   射出成形機・押出成形機用

シ リ ン ダ ー ジ ャ ケ ッ ト
　　　　

シリンダーからの放熱で 『 電 気 代 ・ 安 全 性 ・ 品 質 』 が逃げています。

◆ 　オーダーメイドでジャストフィット！！

◆ 　取付簡単　専用バンドで締付けるだけ！！
　 *面ファスナー仕様もご用意してます。

◆ 　外部要因以外は長期にわたって使用できます！！

◆ 　冷却用エアカプラで素早く温度を下げる！！
　 *オプションになります。詳細は裏面をご覧ください。

★ 電 気 代 シリンダーのヒーター部消費電力の約20～50％を削減します。（当社実績による）

★ 作業環境 装着後はジャケット表面温度が成形温度より大幅に下がり作業者の安全に大きく

寄与します。　　（下記グラフ参照）

★ 品　質 ジャケットの保温効果により安定した成形条件を作ります。

★ 冷房費 放射熱が抑えられるので室温上昇を防ぎます。

★ ＣＯ2削減 １kw/hにつき0.42kgのCO2排出削減になります。

 *環境庁：電力による温室効果ガス算出方法による

　グラスウールマット　（t15）

　シリカマット　（t15)

　　【シリンダージャケット装着事例】

 　ガラスクロス　（耐熱260℃）

　シリカクロス　（耐熱900℃）

　ナイロン　（耐熱130℃）

内 面（ﾋｰﾀｰ側）

面ファスナー

表 面（表側）

断   熱   材

特許申請済み 
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シリンダージャケットの材質（標準仕様） 

0

20

40

60

80

100

120

140

50 60 70 80 90 100 150 200 250 300 350 400 500 600

 
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
表
面
温
度
℃
 

成形温度 ℃ 

t10 t20

t30 t40

t50 t75

t100

グラスウール断熱材厚さ 

シリンダージャケット取付後の表面温度（室温20℃） 

装着前 装着後 装着後（背面） 



エアカプラ付 　シリンダージャケット　

シリンダージャケットは使用したいが　『段取り替えの際に強制的にシリンダー温度を下げたい』　

こんなユーザー様のご要望にお応えします！！

冷却用エアカプラ を採用！！ 　　　圧縮エアー

オプションのエアカプラを取り付けることにより
シリンダー温度を降下させます。

エアカプラから注入された圧縮空気は30mm厚の
断熱材に充満し、シリンダー表面を冷却しながら
ジャケットとシリンダーの隙間から高温エアーと
なり排出されます。

・設　　　備 射出成形機　850ｔ

・温　　　度 初期温度260℃⇒230℃

・エ アー圧 0.2MPa

・カプラー数 ６箇所

・時　　　間 ４０分

温　　　度　（℃）

ジャケット内面 シリンダー

0 280 260

5 256 260

10 249 255

15 244 251

20 239 245

25 237 243

30 233 238

35 231 236

40 229 233
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エ ア カ プ ラ に よ る 降 温 試 験 結 果 
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